






●3Q累計前年同期比、増収減益でした

※SCREENグループ全体では増収(GA、PEは減収)を達成するも、
営業利益に関しては、FT以外ですべて減益となりました





●SCREENグループの連結売上の海外比率：80.1％でした
SE事業の連結売上の海外比率：82.3%でした



●３Qから、セグメント別の受注残高を追加しています

●3Q受注高
全社：837億円
SE：663億円

10四半期連続、500億円超えでした
FT：46億円

2Q(192億円)比大幅減も、ほぼ想定どおりでした





















前期末（2018年3月末）との比較

●総資産は、3,781億円、前期末（3,658億円）比で122億円増加（＋3.4％）しました

●資産の部（増加の理由）
現金及び預金や売上債権、保有株式の時価下落に伴い投資有価証券（▲79億円）が
減少した一方で、たな卸資産や有形固定資産が増加しました

●負債および純資産の部（増減理由）
・負債は、2,091億円、前期末比141億円増加（＋7.3％）しました
転換社債型新株予約権付社債の発行や、借入金などの増加によります（増加）

・純資産は、1,690億円となり、前期末比18億円減少（▲ 1.1％）しました
親会社株主に帰属する四半期純利益を計上した一方で、保有株式の時価下落に
伴うその他有価証券評価差額金が減少したことや配当金の支払いなどによります（減少）

●上記の結果により、自己資本比率は44.7％となりました



当期（FY2019 3Q累計）の連結キャッシュの概況

●営業活動によるキャッシュ・フローは、281億円の支出でした
→たな卸資産の増加、仕入債務の減少、法人税等の支払いなどの支出項目が、
税金等調整前四半期純利益、売上債権の減少などの収入項目を上回りました

●投資活動によるキャッシュ・フローは、177億円の支出でした
→新工場建設（SE、FT）や研究開発設備等の有形固定資産を取得しました

●上記の結果として、フリーキャッシュ・フロー（FCF）は▲458億円となりました

●財務活動によるキャッシュ・フローは、302億円の収入（前年同期 95億円の支出）
→配当金の支払いの一方で、転換社債型新株予約権付社債の発行などを行いました



●下期、通期の10月発表の業績予想をさらに下方修正しました
主な減益要因となるSEの営業利益は、売上の減少（装置の納入時期の変更）に加え、
生産の急拡大に伴って部材調達を優先したことで生じたコスト改善活動の遅れによる
変動費率の上昇などにより、前回予想を下回る見込みとなりました

●期末配当予想についても、残念ながら、
親会社株主に帰属する当期純利益の下方修正に伴い、変更しました





●研究開発費：過去最大となる230億円を予定（10月予想から変更なし）しています
SEを中心に、将来に向けた成長投資は継続中です

●設備投資：SEとFTの彦根に新工場建設、稼働開始しました
生産性効率を上げ、収益性向上を目指します



詳細は、当社Webサイト上の「グループニュース」を参照願います

＊「グループニュース」： https://www.screen.co.jp/news/2019










